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発表内容 

１．プロジェクト概要 
・概要（構成と成果イメージ） 
・スケジュール 
 
２．サブテーマの説明 
（S1）実海域における実船性能モニタリング手法の構築 
（S2）実海域性能推定手法の構築 
（S3）実海域性能評価手法の確立 
 
３．まとめ 
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プロジェクトの準備 

海運・造船業界の有識者で構成するプロジェクト検討
（研究計画・実施要項）を平成29年2月末より開始。 

我が国海事産業が今後も引き続き国際競争における優位
性を確保するためには、国際競争力の根幹である総合的
な技術力、特にその核となる革新的な研究開発（イノ
ベーション）が必要。 

概要 

学術的にも高度な基礎技術分野で、かつ次世代環
境規制の対応に海事クラスターの結集が不可欠な 
実海域性能をテーマとした共同研究を検討 
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実海域 

風 
波 

流れ 

評価方法が明確になり、世界共通の指標となることで、実際の運航
状態における船舶自体の性能・運航方法の効率を正しく評価すること
が可能となり、効率の高い海上輸送の実現と温室効果ガスなどの環境
負荷の低減を実現することができます。 
我が国企業が運航・建造する船舶は、一般に実海域での性能が優れ
ているとされていますが、世界共通の指標のもとで技術を切磋琢磨す
ることで、さらに優れた海上輸送を実現することができます。 

プロジェクトの目的 

波や風のある船舶が実際に運航する海域
の中での船舶の速力、燃料消費量等の性
能（実海域性能）を正確に評価する方法
を開発するための共同研究プロジェクト
です。世界の海上輸送の高度化に貢献し
つつ、我が国の海事クラスターの国際競
争力を強化する基盤となる技術をより高
めることを目的としています。 
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5 研究目標 

世界中の船舶をほぼ同じ精度で客観的に評価・比較
できる「ものさし」を確立します。 
設計段階で評価・比較できる「実海域性能の推定
手法」の構築 

運航段階で実海域での実船性能が評価・比較でき
る「実船性能モニタリング手法」の構築 

我が国企業の技術的優位性を示すため、性能推定・
評価の精度は世界最高水準の5%が開発目標です。 

「ものさし」に必要な性能推定・評価の手法・マニュアル・ソフト
ウェアの開発などを行います。 
①(運航段階での評価) 実船性能モニタリング手法 
 ：実船計測手法の精度検証・評価    等 
②(設計段階での評価) 実海域性能推定 
 ：推定手法(含CFD)の精度検証・評価   等 
③(船主への提示方法) 実海域性能評価 
 ：標準運航モデルでの燃費削減効果の検証 等 

研究内容と成果 

標準運航モデルでの 
燃費削減効果 
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6 期待される研究の効果 

評価手法等の開発・国際標準化も念頭に技術標準を定め
ることで、次の実現が期待されます。 
 
日本の実海域性能の優位性が客観的かつ透明性をもっ
て評価可能に（付加価値船の見える化・差別化） 
 

実海域性能向上の研究・技術者人材の促進（実海域の
解明による5%燃費向上等の次世代船舶の開発） 

実船性能評価技術 

水槽試験 

実海域性能推定技術 

数値計算 モニタリング解析 

高実海域性能船舶 
×高効率運航の実現 

× ＝ 
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平水中性能
外乱中性能

（波、風、潮流）

【課題】
●試運転で実現できない載貨状
態の性能確認
　↓
就航時実船モニタリング

性能評価

実船
性能
確認

就航後
モニタ
リング

●推定計算(含，CFD)
●模型試験
●実船相関
　↓
【課題】
●計算・試験手法が確立・標準
化されていない
●実船との比較・評価が不十分
●各船の実海域性能の客観的比
較ができない
↓
●比較・評価を通じ高実海域性
能船を調達したい

現　状

海事クラスター共同研究

実海域実船性能評価プロジェクト

試運転

●推定計算(含，CFD)
●模型試験
●実船相関
　↓
ほぼ精度よく指定可能
●計算・試験手法がほぼ確立
●実船相関もほぼ取られている開発

設計

実海域性能船舶性能開発

【課題】
●実船計測精度の確認が不十分
●計測・解析・評価手法が確
立・標準化されていない
●上記理由により、各船のモニ
タリング結果を客観的に比較・
評価できない
↓
●オペレーション性能・トリム
性能・燃費性能等を精度よく評
価をしたい
●シーマージンを合理的に設定
したい

【課題】
●就航後のモニタリングが精度
よく評価できなない
↓
●ペイント性能・経年劣化・燃
費性能等を精度よく評価したい

●試運転手法
●外乱修正手法
↓
ほぼ確立

手法の活用

推定法の活用

相関
(比較・評価)

【S2】
実海域性能推定手法の構築

● 推定手法(含、CFD)の精度検証・評価

● 模型試験法の検証
実海域性能標準推定法

の確立

（推定手法＋模型試験）

【S１】
実海域における実船性能
モニタリング手法の構築

● 実船計測手法の精度検証・評価

● 実船計測・解析・評価手法の構築

実海域実船性能
モニタリング手法の確立

（計測・解析・評価手法）

【S３】
実海域性能評価方法の確立

●船主に対する提示方法

●EEDIweather(fw)改良

国際標準化

（ITTC、ISO、IMO（インセン
ティブのための性能ランキング
構築等））

＋

相関
(比較・評価)

← 外乱修正

世界中の船舶をほぼ同じ精度で客観的に評価・比較できる「ものさし」を確立
 設計段階で評価・比較できる「実海域性能の推定手法」の構築
 実海域での実船性能が評価・比較できる「実船性能モニタリング手法」の構築

評価等の開発を行い、国際標準化も念頭に推定手法等の技術標準を定め、
 日本船舶の実海域における性能優位性が、客観的かつ透明性をもって評価可能
 日本における実海域性能向上の研究が促進（技術者の人材育成を含む）

比較・評価

研究目標
ｱｸﾄﾌﾟｯﾄ

研究効果

ｱｳﾄｶﾑ

プロジェクトの全体イメージ図 
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高
実
海
域
性
能
船
の
開
発
（各
社
の
取
組
み
）

2017 2018 2019 2020
EEDI
phase1

SEEMP MBM
（経済的手法）

以降
DCS

EEDI
phase2

実船モニタリングデータ解析法

実船計測データ解析・解析法の検証 標準解析法策定

ISO19030（塗装影響評価）
/DCS等への提案

運航・試運転
フェーズ

新実施法の検討

ISO/ITTC/IMO
等への提案

機器設置 実施・検証

波・風・流れ、対水船速を機器計測した実海域での性能確認手法

海域選定 就航船も利用可機器開発

ソフトウェア開発

S1 実海域における実船性能モニタリング手法の構築

FS（可能性検討）

CFD風圧力計算

検証（風洞試験）

CFD波浪中計算・検証

計算法・試験法

ガイドライン化

対象船

実海域設計ツールと
しての利用

S2 実海域性能推定手法の構築

国内・海外ベンチマーク試験

海外 海外

ソフトウェア開発

パラメータスタディによる性能評価

国内

波浪中抵抗自航試験
対象船

設計フェーズ

ガイドライン提案（ITTC)

技術指針作成

実海域性能の
提示方法

S3 実海域性能評価手法の確立

船主等に対する実海域性能提示方法の検討

fw等改訂提案（IMO)国際基準化の仕組み作り検討全体構想

試験法ガイドライン化

スケジュール 
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9 サブテーマの説明 

（S1）実海域における実船性能モニタリング手法の構築 

 目的 
 就航船の実船モニタリングデータの計測・解析・評価に関する標準手法の構築を行う 。 
 これにより、運航・試運転における実海域における実船性能の高精度・客観的評価が可能。 

 研究項目 
 精度良い計測手法の構築（計測手法の比較・検証、標準的な計測手法の構築等） 
 新計測手法の実証（波・風・流れ、対水流速の精度良い計測手法の検討、実船確認等） 
 解析・評価手法の構築（モニタリングデータを踏まえた解析・評価手法の検討等） 
 標準モニタリング手法の構築（既存解析手法との比較等） 

 連携先 
 船社、造船所、海技研、船級、大学、NKシップデータセンター 

 成果 
 実海域における実船性能モニタリングの計測・解析・評価手法とそのマニュアル 
 実船モニタリングデータから本船性能を推定するソフトウェアの提供 等 

実船モニタリングデータと平水中主機出力－船速・回転数関係 
数式モデルの係数の時系列変化

による塗料性能評価 
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（S2）実海域性能推定手法の構築 

 目的 
 高実海域性能船舶の開発に資する性能評価（推定）技術を構築し、その標準化を図る。 
 これにより、設計段階での実海域性能を精度良く、客観的に評価することが可能。 

 研究項目 
 波浪中性能推定法の構築（水槽試験の結果・CFD含む各種推定手法との比較等） 
 波浪中試験法の検討（ベンチマークデータ取得、波浪中自航要素評価手法の構築等） 
 風圧力推定手法の検討（風洞試験結果・CFD含む各種推定法との比較等） 
 風洞試験法の検討（レイノルズ数影響等、標準的な風洞試験法の構築等） 
 実海域における実船性能の標準推定法の構築（推定結果と実船データとの比較等） 

 連携先 
 造船所、海技研、船級、大学 

 成果 
 実海域における実船性能推定手法（波浪中性能、風圧下性能）とそのマニュアルの提供 
 実海域性能推定ソフトウェアの提供、CFD計算及び試験法ガイドラインの開発 等 

実海域性能推定技術（波浪中抵抗増加水槽試験・CFD計算・波浪中伴流計測） 

サブテーマの説明 
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（S3）実海域性能評価手法の確立 

 目的 
 S1, S2を踏まえ、実海域実船性能評価手法を確立する。 
 これを基に、船主、IMO等に対する船舶の実海域性能の提示方法を提案する。 

 研究項目 
 実海域性能評価手法の検討（燃費削減等の効果検証、船主等への実海域性能の提示方法等） 
 国際基準化の仕組み作り検討 

 連携先 
 船社、造船所、海技研、船級、大学 

 成果 
 標準的な実海域性能評価法・提示方法 等 

気象海象と遭遇海象の表現 
主機運転モードと燃料消費量の違い 

サブテーマの説明 
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まとめ 

我が国海事クラスターを結集した 
「実海域実船性能評価プロジェクト」 
を開始します。 

日本船舶の実海域性能が正しく評価され、我
が国海事産業の国際競争における優位性を確
保するため、海運・造船所等が一緒になり、
実海域性能を差別化するための「ものさし」
を開発します。 

国際的な環境規制が強化される中、日本の
技術力が問われる新競争時代が始まります。 


